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目標項目(指標の目安) 対象 ベースライン値 中間実績値 目標値 

7.7 糖尿病有病者の治療

の継続 

糖尿病有病者

の治療継続率  

４５．０％ ５０．６％ １００％

7.8 糖尿病合併症の減少   

 a 糖尿病性腎症 糖尿病性腎症によ

って新規に透析導

入となった患者数 

 １０，７２９人 １３，９２０人 １１，７００人**

 b 失明 糖尿病性網膜症に

よる視覚障害 

約３，０００人

（参考値）

調査中 － 

*  生活習慣の改善のない場合、約 1,080 万人と推計されている 

** 生活習慣の改善のない場合、約 18,300 人と推計されている 

 

（３） 未設定数値目標の設定 

  糖尿病分野に関しては、「７．８ 糖尿病合併症の減少」について数値目標

が設定できていなかったため、現在得られているデータに基づいて検討を行い、

７．８a 糖尿病腎症について数値目標を設定した。なお、７．８b 失明につい

ては、現時点でも十分なデータを得ることができなかったため、今回は数値目

標の設定を見送った(目標設定の方法については参考資料２参照)。 

 

７．８ 糖尿病合併症の減少 

指標の目安 

〔合併症を発症した人の数〕 

 参考値 目標値 

７．８a 糖尿病性腎症

によって新規に人工透

析導入となった患者数 

13,920 人 11,700 人* 

* 生活習慣の改善のない場合、約 18,300 人と推計されている 

 

（４） 評価 

糖尿病の一次予防に関しては、肥満者の割合は 40～60 歳代の女性ではほぼ横

ばいで、中高年男性では増加傾向にある。また、日常生活における歩数は、特に

男性の 30 歳代、50 歳代及び女性において減少しており、十分に効果が上がって

いないと考えられる。 

糖尿病の早期発見・早期対策(二次予防)と重症化の予防に関しては、事後指導

受診率（糖尿病の検査で異常を指摘された後に保健指導を受けた人の割合）は男

性で増加し、治療継続率はやや増加しているが、いずれも目標には達せず、今後、


